
官民連携に関する内外での議論

１
インフラシステム海外展開戦略2030
グローバルサウス諸国に対して我が国の農林水産技術の展開や（中略）

国際機関との連携強化等を通じた現地企業や生産者とのマッチングを図り（中略）

世界の食料需給の安定に貢献する。

２
グローバルサウス諸国との新たな連携強化に向けた方針

（2024年６月グローバルサウス諸国との 連携強化推進会議決定）

日本企業の現地展開の加速など経済・ビジネス活動の深化を進めていくため（中略）

国際機関との連携強化等を通じた現地企業や生産者とのマッチングや各国政府との
協調案件の組成促進（中略）等に取り組むこと。

３
TICAD9横浜宣言（2025年8月22日採択）

社会経済的変革を加速させるためには、あらゆる分野 でイノベーションを促進するための環
境を整備し、それを活用することが必要で ある。（中略）
変革をもたらす持続可能 な解決を促進するには、民間部門との連携を強化することが不可欠
である。
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※括弧内は事業実施期間

1998年～2025年の間
西アフリカ16か国中

７か国で事業実施

直接裨益者数

３万人以上

土地開発規模

4000ha以上



https://youtu.be/KQKGIhmt6ZUWFP作成の前事業紹介動画

https://youtu.be/KQKGIhmt6ZU?si=pQBUVPo2LtlBV7LV


食料安全保障と地域発展のための地域食料システム構築支援事業

 気候変動に強靭な農業と食料システムの変革: CRAFT（Climate Resilient Agriculture and Food Transformation)

国連WFP向け拠出事業の概要

セネガルから
周辺諸国へ…

さらには
西アフリカ
地域全体へ

令和８年度予算概算決定額：約4,900万円、事業期間：2025年～2028年（３年間）

1998年以降、農水省はWFP
向け拠出事業により西アフリカ各
地で住民参加型の小規模水田開
発・稲作支援を実施。

近年では園芸作物や栄養改善、
地産地消型学校給食との連携にも
着手、大半の実施地域で追加援助
が不要となっている。

この25年以上にわたる事業成果
の中から、成功の鍵となった事象
を抽出し、他の西アフリカ諸国へ
展開できるよう取りまとめる

（TICAD９で公表を検討）。

過去事業の知見を、民間企業との連携により西アフリ
カへの横展開を行うべく、
①セネガルで対象地域・対象農協に実証圃場を設置し、
②日系民間企業をパートナーとして資機材の実証と
同時に小規模農家に対する技術指導を実施。

活動を通じて、小規模農家支援のみならず、
民間企業による実証活動、現地パートナーとのコネク
ション形成にも貢献。

また実証圃場を拠点として、我が国民間企業による食
料・農業分野で西アフリカ地域への参入を後押し。

官民連携によるモデルファーム 過去事業成果の棚卸し・分析

これまでに
実施した国

コートジボワール、マリ、ブルキナファソ、
リベリア、ギニアビサウ、セネガル、シエラレオネ

1. 2.

本事業期間中では

セネガルを対象



✓ 自社製品・サービスの実証データ
が足りない
・資材が現地の栽培環境に適しているか
データを収集する必要

✓ 商習慣が異なる、現地パートナー
との信頼醸成が難しい

✓ 現地制度に関する情報が足りない

✓ 政府関係者等との関係構築が難しい

CRAFTを通じたWFPとの連携によるメリット

西アフリカ進出・事業展開に当たっての

主な課題 WFP連携により…

※上記一例でありWFP側との相談により調整可能です
※参画に当たって、補助金による資金提供はございません

１

２

３

現地に根付いた実証・データ収集

現地での豊富な経験の共有、
信頼できる現地パートナーとマッチング

国連機関の信用による
政府関係者等との繋がり形成

４ 「国連機関と活動」した実績作り



CRAFT事業の今後の展開予想図

セネガルから

西アフリカ諸国への面的拡大

日本企業の

西アフリカへの進出拠点確保

日本政府・企業・
国際機関連携による

現地の生産性向上と
持続可能な食料システムの構
築

セネガル



関心のある企業様は、
お気軽に国際戦略G国連班アドレスまでご連絡ください

Un_maff@maff.go.jp

mailto:Un_maff@maff.go.jp
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